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今
年
も
住
民
税
と
所
得
税
の
申
告
を

し
て
い
た
だ
く
時
期
が
ま
い
り
ま
し
た
。

申
告
の
期
間
ぽ
、
二
月
十
六
日
か
ら
三

月
十
五
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
相
談
会
場

が
大
変
混
雑
い
た
し
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く
定
め
ら
れ
た
日
時
に
済
ま
せ
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎町で行う確定申告相談日程

所
得
税
の
確
定
申
告

　
例
年
の
よ
う
に
税
務
署
か
ら
申
告
書

が
送
ら
れ
ま
す
が
、
町
で
行
う
相
談
に

該
当
さ
れ
る
方
以
外
は
相
談
日
及
び
会

場
が
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
ハ
ガ
キ
で
相
談
日
の
日
程
等
申
告
の

　
　
　
　
　
案
内
が
ま
い
り
ま
す
の

　
　
　
　
　
で
、
こ
の
日
程
に
よ
り
．

　
　
　
　
　
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

○
○

φ》匪、，ひ魅
　・ド．▽喜犠

　
な
お
、
申
告
書
用
紙
が
送
ら
れ
て
い

な
い
方
に
は
、
税
務
署
や
役
場
税
務
課

に
申
告
用
紙
や
「
申
告
書
の
書
き
方
」

な
ど
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

町
で
行
う
申
告
相
談

　
農
業
所
得
者
、
農
業
所
得
と
給
与
所

得
合
算
者
の
方
に
つ
い
て
は
、
上
の
表

の
日
程
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
δ

　
　
　
　
　
　
ノ

　oつ　　　　　醐ii一
　つ

廼あ㈲晦嗣

申
告
相
談
に

　
持
参
い
た

　
　
だ
く
書
類

qD
　
案
内
状
と
同
封
の

　
申
告
書

⑭
　
給
与
支
払
、
源
泉

　
徴
収
に
関
す
る
帳
簿

　
や
書
類

㈹
　
生
命
保
険
と
損
害

　
保
険
な
ど
の
支
払
証
明
書

ω

書
類

5
　
印
か
ん

6　
明
等

◎住民税申告相談日程（舗紫午後、，寺）

収
入
や
所
得
計
算
の
基
と
な
っ
た

そ
の
他
機
械
化
集
団
へ
の
支
払
証

　
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
方
は
、
今
年

の
一
月
一
日
現
在
江
南
町
に
住
所
が
あ

り
、
六
十
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
方
で

す
。

○
○

　
た
だ
し
、
次
の
方
は
申
告
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

一
、
給
与
所
得
者
で
他
の
所
得
が
な
く

　
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
役

　
場
へ
提
出
さ
れ
た
方
。

二
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
方

申
告
用
紙
の
配
布

　
住
民
税
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
に
は
、
申
告
の
日

時
場
所
を
記
入
し
た
日
程
表
と
申
告
書

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　
日
程
は
右
の
表
の
と
お
り
で
す
の
で
、
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混
雑
を
さ
け
る
た
め
に
、
な
る
べ
く
指

定
日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
も
し
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

に
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
申
告
会
場
へ
お
い
で
い
た
だ

く
か
、
税
務
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
持
参
し
て
い
た
だ
く
書
類
は
、
確
定

申
告
と
同
じ
で
す
。

　
以
上
、
問
合
せ
は
役
場
・
税
務
課
へ

　
雪
三
六
－
一
五
一
二
　
（
内
線
三
四
）

（
（
＼

　
　
　
　
　
イ

確
定
申
告
で
還
付
を

　
受
け
ら
れ
る
方
へ

影　　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
協

》
’
響 　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
で
、
雑
損
控
除
や

医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
な
ど
が

受
け
ら
れ
る
方
は
、
確
定
申
告
を
し
て

税
金
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告

は
、
二
月
十
六
日
以
前
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
還
付
金
の

受
領
は
、
銀
行
、
農

協
等
の
預
金
口
座
へ

の
振
込
み
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

ま
ご
一
麺
懸

〆”＼

（

　
　
講
灘
灘
灘
灘
灘
戴
難
．
．
，

歳
末
た
ず
．
曝
お
醸
募
金
に
八
十
一

　
江
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
、
昨
年

十
二
月
一
日
か
ら
一
ヵ
月
問
「
地
域
で

さ
さ
え
あ
う
明
る
い
お
正
月
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
総
額
八
十
一
万
八

百
五
十
二
円
と
い
う
多
額
の
募
金
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
皆
様
方
の
ご
理

議
会
第
四
回
定
例
会

　
江
南
町
が
構
成

団
体
の
一
部
と
な

っ
て
い
る
一
部
事

務
組
合
や
協
議
会

の
規
約
が
変
更
さ

れ
ま
し
た
。
内
容

は
、
江
南
村
が
江

南
町
に
な
っ
た
こ

と
に
と
も
な
っ
て
、

規
約
の
中
の
「
江
，

南
村
」
を
「
江
南

町
」
に
改
め
た
も

の
で
す
。

解
と
ご
協
力
に

よ
り
、
．
得
ら
れ

ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、

さ
っ
そ
く
こ
の

善
意
の
募
金
を

町
内
の
恵
ま
れ

な
い
世
帯
（
低

所
得
世
帯
・
母

子
世
帯
・
身
体

障
害
者
世
帯
・

老
人
世
帯
）
や
、

町
内
の
福
祉
施

設
、
施
設
へ
の

入
所
者
の
方
々

に
配
分
を
し
、

町
民
全
部
が
明

る
い
お
正
月
が

迎
え
ら
れ
る
よ

う
に
と
い
う
願

万
円

い
を
こ
め
て
有
効
に
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
募
金
結
果
を
ご
報
告
し
て
、

協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
地
区
役
員
さ
ん

や
町
民
の
皆
さ
ん
の
暖
か
い
善
意
に
対

し
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
昭
和
六
十
年
第
四
回
定
例
会
が
、

さ
る
十
二
月
十
八
日
に
開
か
れ
ま
し

た
。　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
六
十
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
七
議
案
で
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

■
六
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
九
千
三
百
二
十
五
万
一
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
二
十
四
億
六

千
三
百
七
十
一
万
四
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
出
の
補
正
の
う
ち
、
主
な
も
の
と

し
て
は
、
総
務
費
に
二
千
百
九
十
四
万

一
千
円
。
農
林
水
産
業
費
に
五
千
八
百

五
万
三
千
円
。
土
木
費
に
一
千
百
三
十

七
万
円
な
ど
で
す
。

■
規
約
の
変
更

戸

成
　
沢

三
　
本

上
新
田

上
押
切

下
押
切

樋
春
北

樋
春
南

御
正
新
田

須
賀
広

野
　
原

小
江
川

塩
板
井

柴千
　
代

別

募
金

小
原
療
養
所

畜
産
試
験
場

　
な
お
、
戸
別
募
金
の
ほ
か
に
、

方
々
か
ら
募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

八
八
、
六
〇
〇
円

三
〇
、
○
○
○
円

一
二
、
六
〇
〇
円

二
〇
、
二
〇
〇
円

一
二
、
四
〇
〇
円

一
八
、
○
○
○
円

一
一
、
八
○
○
円

五
九
、
四
〇
〇
円

一
五
、
五
〇
〇
円

二
七
、
○
O
O
円

五
〇
、
六
〇
〇
円

一
〇
、
○
O
O
円

三
四
、
一
〇
〇
円

二
、
○
O
O
円

一
二
、
四
〇
〇
円

　
三
、
○
O
O
円

　
　
八
○
○
円

　
　
　
　
次
の

ご
好
意
に
対
し
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
ご
報
告
し
ま
す
。

　
特
に
、
野
原
に
お
住
ま
い
の
鈴
木
さ

ん
に
は
、
多
額
の
ご
寄
附
を
賜
り
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

般
受
付

野
原
　
鈴
木
法
子
　
九
九
、
八
五
七
円

ヂ
ー
ゼ
ル
機
器
江
南
工
場
部
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
、
○
○
○
円

ヂ
ー
ゼ
ル
機
器
労
働
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
、
○
○
○
円

ゼ
リ
ア
新
薬
工
業
埼
玉
工
場
厚
生
部

　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
、
六
九
二
円

埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
熊
谷
支

部
一
四
、
○
○
○
円

江
南
幼
稚
園
「
こ
ど
も
赤
十
字
」

　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
、
○
○
○
円

塩
常
安
寺
檀
信
徒
会
　
　
五
、
七
〇
〇
円

御
正
新
田
浄
安
寺
檀
信
徒
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
、
○
○
○
円

樋
春
南
真
光
寺
檀
信
徒
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、
O
O
O
円

下
押
切
宝
憧
寺
檀
信
徒
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
、
○
○
○
円

須
賀
広
繹
迦
寺
檀
信
徒
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
、
九
〇
〇
円

千
代
普
門
寺
檀
信
徒
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
、
○
○
○
円

文
化
祭
福
祉
バ
ザ
ー
ル
収
益
配
分
残
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
九
三
〇
円

江
南
町
役
場
職
員

　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
、
三
七
三
円
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寒
さ
の
厳
し
い
毎
日
が
続
き
、
ど
う

し
て
も
火
の
そ
ば
が
恋
し
く
な
り
ま
す

ね
。
で
も
、
・
こ
の
「
火
」
も
ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
意
か
ら
火
災
を
招
い
て
は
な

ん
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

　
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
十
三
日
ま

で
は
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
。
火
災

予
防
な
ど
に
つ
い
て
、
熊
谷
地
区
消
防

組
合
江
南
出
張
所
の
小
沢
一
雄
所
長
に

聞
き
ま
し
た
。

　　　らインタビュー

火災予防はあなたの手で

怖いのは「消したつもり」と「消えたはず」

ちょっとした油断があぶないと

話す小沢所長

懸、．一　響畿

ー
二
月
二
十
八
日
か
ら
「
全
国
春
の

火
災
予
防
運
動
」
と
い
う
こ
と
で
す
が

重
点
目
標
は

　
今
年
の
場
合
、
前
半
の
七
日
間
は
車

両
火
災
と
林
野
火
災
の
防
止
に
、
後
半

を
一
般
火
災
予
防
に
重
点
を
お
い
て
行

い
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
、
特
に
空
気
が
乾
燥
し

風
の
強
い
日
が
多
く
、
ち
ょ
つ
と
し
た

油
断
か
ら
思
わ
ぬ
大
火
と
な
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
一
人
一
人
の
注

意
で
、
尊
い
人
命
や
財
産
を
火
災
か
ら

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

1
江
南
町
の
火
災
発
生
状
況
は

　
昨
年
の
火
災
発
生
件
数
は
五
件
、
損

害
額
は
百
八
十
万
九
千
円
で
し
た
。
火

災
の
原
因
は
、
石
油
コ
ン
ロ
、
ガ
ス
コ

ン
ロ
、
天
ぷ
ら
油
、
煙
突
の
過
熱
、
ガ

ス
バ
ー
ナ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
熊
谷
地
区
消
防
組
合
管
内

に
発
生
し
た
火
災
件
数
は
八
十
七
件
、

　
　
　
）
）

損
害
は
一
億
七
千
九
百
八
十
七
万
九
千

円
、
火
災
に
よ
る
死
者
は
三
人
で
す
。

ー
全
体
的
に
み
て
、
発
生
原
因
と
し

て
は
、
ど
ん
な
も
の
が
多
い
で
す
か

　
原
因
で
上
位
を
占
め
る
の
は
、
放
火

お
よ
び
放
火
の
疑
い
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
、

た
き
火
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
等
で
す
。
こ

れ
ら
の
火
災
原
因
は
、
放
火
は
と
も
か

月別火災発生状況（熊谷管内

く
、
そ
の
他
の
場
合
は
み
な
さ
ん
の
注

意
と
努
力
に
よ
り
十
分
防
止
で
き
る
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
　
私
た
ち
が
日
ご
ろ
で
き
る
火
災
予

防
は
　
お
や
す
み
前
や
外
出
す
る
前
は
、
火

の
元
を
も
う
一
度
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ガ
ス
レ
ン
ジ
な
ど
を
使
用
し
て

い
る
と
き
、
そ
の
場
を
離
れ
る
場
合
は

必
ず
火
を
止
め
て
、
安
全
を
確
か
め
て

か
ら
離
れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
お
年
寄
り
、
幼
児
、
病
人
等
身
体
の

－昭和59年
15

［二］昭和60年

105

件
数
月 一二三西五六七八九十十±
　　　　　　　　　　一別 月　月　月　月　月　月　月　月　月　月　月　月一

‘

不
自
由
な
人
の
寝
室
は
、
避
難
し
や
す

い
場
所
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
不
幸
に
し
て
火
災
が
発
生
し
て
し
ま

っ
た
場
合
で
も
、
火
が
広
が
ら
な
い
う

ち
に
消
火
で
き
る
よ
う
に
消
火
器
は
家

族
全
員
使
え
る
よ
う
に
訓
練
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自
分
た
ち
だ
け

で
消
そ
う
と
し
な
い
で
、
ま
よ
わ
ず
一

一
九
番
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ー
ど
う
も
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

鰍
協
、
㎜
、
繊
、
1
水
道
課
か
ら

　
寒
さ
の
厳
し
い
日
が
続
き
ま
す
。
こ

の
た
め
、
特
に
凍
結
に
よ
る
破
裂
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
も
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
ま
た
、
江
南
町
の
水
源
も
、

　
　
　
　
雨
不
足
の
た
め
、
各
水
源
の

水
位
も
低
下
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
節
水

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
ひ
ね
っ
て
ひ
と
工
夫

）

）

　
い
つ
で
も
使
い
た
い
だ
け
水
が
あ
る

私
た
ち
の
暮
ら
し
。
水
は
、
う
る
お
い

の
あ
る
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
け
れ

ど
も
水
は
限
り
あ
る
貴
重
な
資
源
で
す
。

　
次
の
よ
う
な
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で

も
っ
と
上
手
に
使
う
知
恵
、
毎
日
の
暮

ら
し
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
歯
み
が
き
は
コ
ッ
プ
で

○
洗
濯
は
、
た
め
て
す
す
い
で

○
洗
車
は
バ
ケ
ツ
で

○
こ
ま
め
に
開
け
閉
め

○
お
風
呂
の
水
は
再
利
用
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（
（
自

80
人
が
新
春
の
走
り
初
め

　
　
　
　
　
　
　
1
町
民
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
－

　
一
月
二
日
、
第
三
回
の
町
民
ジ
ョ
ギ
　
　
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
思
い
思
い
に

ン
グ
大
会
が
行
わ
れ
、
小
さ
な
子
ど
も
　
　
走
り
、
新
春
の
走
り
初
め
を
し
ま
し
た
。

大勢参加した3キロコースのスタート

　
当
日
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
前

へ
集
合
し
た
参
加
者
は
、
下
は

三
歳
の
子
ど
も
さ
ん
か
ら
上
は

六
十
七
歳
の
方
ま
で
、
約
二
百

八
十
人
。
午
前
十
時
開
会
式
、

十
時
三
十
分
か
ら
三
キ
ロ
と
五

キ
ロ
の
コ
ー
ス
に
分
れ
、
ジ
ョ

ギ
ン
グ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
大

部
分
の
方
は
三
キ
ロ
コ
ー
ス
を

走
り
ま
す
が
、
五
キ
ロ
コ
ー
ス

に
挑
戦
す
る
人
も
十
五
人
ほ
ど

い
ま
す
。

　
最
初
か
ら
競
争
の
よ
う
に
と

ば
す
人
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
大

一
＝
≡
＝
一
≡
一
＝
≡
＝
≡
｝
≡
＝
…
一
＝
≡
一
一
≡
一
≡
＝
一
＝
＝
≡
＝
＝
＝
一
≡
一
…
≡
≡
≡
…
『
＝
一
昌
＝
＝
…
＝
＝
＝
＝
＝
＝
≡
一
…
一
＝
｝
＝
＝
＝
≡
＝
≡
一
一
一
＝
≡
≡
一
「
＝
＝
一
＝
＝
＝
≡
一
＝
一
一
一
一
一
＝
一
≡
麗
＝
＝
一
＝
一
≡
＝
≡
≡
＝
一
一
…
一
＝
≡
＝
＝
＝
＝
…
一
一
一
一
一
＝
＝
≡
＝
「
＝
＝
＝
＝
…
一
；
≡
≡
一
一
一

健康の祭典
　人生80年時代が到来し、高齢化

社会を迎えようとしています。こ

の社会においては、健康で長生き

をすることが重要な課題となりま
す。

　そこで、健康に関心をもち、健

康的な生活習慣を身につけていた

だくために、次のとおり健康の祭

典を行います。どうぞふるってご
参加ください。入場無料です。

■と　き

　＄月7日㈹午後1時～4時

い
だ
き
7
ろ
市
容
「

　
　
　
　
月
こ
谷

　
　
　
　
＄
と
熊

　
　
　
　
　
■
　熊谷市立勤労会館

■内　容

o講演「長寿社会の健康を考える
　　若さを保つ生活法」講師：栄

養改善推進会理事長・桜井真一郎

先生

部
分
の
方
は
、
自
分
の
ぺ
ー
ス
で
ス
ピ

ー
ド
を
控
え
め
に
楽
し
み
な
が
ら
走
っ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
す
か
ら
記
録
を
争
う

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

コ
ー
ス
で
上
位
五
人
の
方
に
は
、
記
録

の
証
明
書
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
欝

㎜灘議
三
本
地
区
で
は
、
元
旦
駅
伝
が
行
わ

岱

（

た
こ
あ
げ
大
会

ももいっしょに楽

江
南
町
青
少
年
相
談
員
協
議
会

　
　
江
南
町
青
少
年
相
談
員
協
議
会
で
は

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
今
年
で
五
回
を
数

え
ま
す
。
健
康
づ
く
り
と
字
内
の
親
睦
、

綱引きでコミュニティーづくり

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
目
的

と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か

し
今
年
か
ら
、
何
か
他
の
こ
と

も
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
あ

ら
た
に
字
内
六
地
区
対
抗
の
綱

引
き
大
会
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

（
写
真
）

　
こ
う
し
て
駅
伝
、
綱
引
き
、

そ
し
て
応
援
と
字
総
出
で
百
五

十
人
が
つ
ど
っ
て
元
旦
を
む
か

え
、
三
本
の
六
十
一
年
は
明
け

ま
し
た
。

第
四
回
た
こ
あ
げ
大
会
を
一
月
十
二
日

江
南
中
校
庭
を
会
場
に
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
気
に
め
ぐ
ま
れ
、
風
も
適

度
に
ふ
い
て
、
上
々
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
。
二
歳
く
ら
い
の
子
供
さ
ん
か
ら

七
十
歳
を
越
え
る
お
年
寄
り
ま
で
約
百

五
十
人
の
方
が
、
た
こ
あ
げ
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
高
く
上
が
っ
た
も
の

や
、
手
作
り
だ
こ
、
女
の
子
で
が
ん
ば

っ
た
人
な
ど
に
特
別
賞
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
（
敬
称
略
・
十
二
月
中
届
出
）

小
江
川

　
森
田
　
洋
平
　
　
二
男
（
庫
　
平
）

　
木
持
　
孝
太
　
　
長
男
（
孝
　
次
）

板
井

　
飯
島
　
啓
史
　
　
長
男
へ
義
　
美
）

　
宇
治
川
仁
美
　
　
長
女
（
三
　
郎
）

　
山
田
真
由
美
　
　
長
女
（
重
　
夫
）

柴　
吉
川
　
大
亮
　
　
長
男
（
武
　
士
）

　
樋
口
　
雄
基
　
　
二
男
（
弘
　
孝
）

千
代

　
関
口
千
瑞
乃
　
　
二
女
（
千
秋
）

　
田
中
　
絵
理
　
　
長
女
（
庸
　
之
）
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厳寒の中
r山下」めざして
ロー

　
江
南
町
柔
道
愛
好
会
で
は
、
一
月
四

日
か
ら
七
日
ま
で
と
一
月
十
二
日
の
五
・

日
間
、
恒
例
の
寒
げ
い
こ
を
行
い
ま
し

た
。　
午
前
五
時
三
十
分
、
外
は
ま
だ
暗
く
、

耳
や
鼻
を
も
ぎ
と
ら
れ
て
し
ま
い
そ
う

な
厳
し
い
冷
え
込
み
の
中
、
町
民
体
育

館
に
小
学
校
三
年
か
ら
中
学
一
年
ま
で

女
の
子
十
人
を
含
む
三
十
人
の
子
供
た

ち
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ま
ず
全
員
正

座
し
、
目
を
閉
じ
て
気
持
ち
を
お
ち
つ

け
ま
す
。
そ
れ
か
ら
準
備
運
動
や
ラ
ン

ニ
ン
グ
で
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
学
年
別

に
二
人
一
組
で
、
ま
ず

寝
技
の
練
習
約
十
五
分
。

組
む
相
手
は
同
じ
人
で

な
く
ど
ん
ど
ん
変
え
て

い
き
ま
す
。
続
い
て
立

▲「女三四郎」をめざして
）

）

ち
技
を
二
十
分
ほ
ど
。
そ
の
間
「
ど
ん

ど
ん
技
を
か
け
ろ
」
　
「
じ
っ
と
し
て
い

ち
ゃ
だ
め
だ
ぞ
」
と
指
導
者
の
方
の
声

が
と
び
か
い
ま
す
。

　
外
が
明
る
く
な
る
こ
ろ
、
一
時
間
の

練
習
も
終
り
に
近
づ
き
、
も
う
一
度
正

▲基本練習が何よりも大切

▲参加者全員で

座
し
、
黙
想
し
て
終
了
。
こ
れ
が
四
日

か
ら
七
日
ま
で
の
よ
う
す
。

　
十
二
日
に
は
い
つ
も
の
一
時
間
の
練

年
一
年
の
無
事
を
祈
願
し
ま
し
た
。

習
の
後
、
保
育
所
の
庭
で
も
ち
つ
き
。

か
ら
み
も
ち
に
し
て
全
員
で
食
べ
、
今

㎜
江
南
町
青
年
五
位
に
入
賞

矯

㎜
三
回
埼
玉
駅
伝
競
争
大
会
青
年
団
の
　
　
　
青
年
団
の
部
は
、
川
本
～
上
尾
間
㎜

㎜
部
で
、
江
南
町
青
年
が
出
場
し
、
見
　
　
で
行
わ
れ
、
江
南
町
青
年
は
終
始
安
昂

㎜ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰭

㎜
　
　
　
　
閥
埼
玉
駅
伝
腿
　
　
吊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陥

｝
　
一
、
月
十
二
日
に
行
わ
れ
た
第
五
十
　
　
事
五
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
　
　
　
唱

　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　、A　　　　　　　　　　　，ら’　　　　　　　　　　　，㌦　　　　　　　　　　、A　　　　　　　　　　畠、♂　　　　　　　　　甲㌔’“．　　　　　　　・、A’　　　　鞠，㌔P　　　A，　　’、A　躍㌔A
’、，へ，㌦

　　　　　　　　　　　　　　　　　配，　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　、A　　　　　　　　　　　　　　　　A’　　　　　　　　　　　　　　　■㌦　　　　　　　　　　　　　　　・へ■へ　　　　　　　　　　　　　　’、’．　　　　　　　　　　　　■”～’　　　　　　　　　　　　噂ダ　　　　　　　　　　　’、戸　　　　　　　　　　　”．’■　　　　　　　　　，凡’　　　　　　　　’．A　　　　　　　　．AA　　　　　　　・、轟一　　　　　　，、A　　　　　’、Aρ　　　　　甲、’，　　　’｝一　　，残’聾　　■、A　’い，、一一

）
し

上尾陸上競技場へ入る

アンカー久保田選手

選手・役員のみなさん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柵

定
し
た
力
を
発
揮
し
、
　
隅

六
区
間
四
＋
四
キ
・
嵐

一
蒔
問
一
一
＋
九
分
で
走
㎜

陥
縮
餓
難

は
た
し
ま
し
た
。
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
耀

　
終
了
後
、
野
口
俊
雄
㎜

監
督
は
「
来
年
は
今
年
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
摺

以
上
の
成
績
を
」
と
意
m

欲
的
に
語
っ
て
い
ま
幕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

た
。
　
　
　
　
　
　
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
隅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
陥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐

，
f
ノ
甲

、’．，　”甲’げし
、，r，1臼～’rA’　　　　｝ρレ　　、一、，　、■～’“、ハr’
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、
、

　
同
和
問
題
は
、
一
日
も
早
く
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
民
的
課
題
で
、

私
た
ち
国
民
、
そ
し
て
町
民
に
課
せ
ら

れ
た
宿
題
で
す
。

　
江
南
町
で
も
、
明
る
い
豊
か
な
町
づ

（各会場とも午後7時～9時まで）程日

（

く
り
を
め
ざ
し
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
は
皆
様

方
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
心
理
面
で
の
差
別
が
依
然
と
し
て

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
差
別
は
頭
と
胸
と

月　日 地　区 会　　場 月　日 地　区 会　　場

2．4（火） 板　　井 農業研修センター 2．20㈲ 成沢第1 成沢会議所

2．6休） 塩 公　　民　　館 2．22（土） 成沢第2 坂上公民館

2．8Gゆ 小江川 集落センター 2．24（月） 樋春北 樋春集会所

2．12ωり 須賀犀

　》r
集落センター 2．27（杓 樋春南 集　　会　　所

2’．1鰯 野　　原 集　　会　　所 3．1ω 下押切 集　　会　　所

2．15（ガ 柴・千代 柴・千代集会所 3．5㈱ 上押切 参宮会館
2．17（月） 御正新田

第　　1
生活改善センター 3．6㈲ 三　　本 三本公民館

2．19㈱
御正新田
第　　2 大坂集会所 3．8仕） 上新田 集　　会　　所

腹
の
中
に
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
今
後

は
こ
の
解
消
に
む
け
て
、
皆
様
方
と
一

緒
に
な
っ
て
取
り
く
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
ご
婦
人
を
対
象
に
懇
談
会

を
別
記
各
地
区
十
六
会
場
で
開
き
ま
す

の
で
、
寒
い
と
き
で
は
あ
り
ま
す
が
、

主
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
隣
近
所
の
方

方
と
お
さ
そ
い
あ
わ
せ
て
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

熊谷地方県民センター

奮0485－24－1110

　　自衛官募集

は大学2部、定時制高校
学や通信教育を受けるこ
る他、希望、適正により、

免許を取得する機会があ

（
，
，
○

式人成

分
職
等
給
他
者
通
き
格
　
せ
募

　
別
与
任
の
望
の
で
資
丸
合
谷
緑
の

　行政・心配ごと相談
■と　き
　2月25日、午前9時30分～正午
■ところ
　江南町母子健康センター

　　教　育　相　談
　教育委員会では、毎週火曜日（祝

祭日はのぞく）午後1時より3時
までの間、教育相談をお受けして
います。

　お子さんの教育上のことでお困
りのことがありましたら、お気軽
にご相談ください。

■間合せ
　教育委員会
　奮36－1521（内線37）
　費36－5468（直　通）

　
　
　
一
月
十
五
日
、
成
人
式
が
行
わ
れ
、

　
　
百
六
十
人
の
方
が
新
成
人
と
な
り
ま
し

　
　
た
。

辞
午
前
十
時
か
ら
始
ま
っ
た
式
で
は
、

式　
　
お
祝
い
の
言
葉
が
多
数
の
方
か
ら
寄
せ

の　
　
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
成
人
代
表
と

長丁
　
、
し
て
樋
春
の
茂
木
守
さ
ん
が
成
人
の
宣

田
．
言
を
行
い
ま
し
た
．

作品発表には

県民ミニギャラリーを
　県では、県民の皆さんが無料で
利用できる「県民ミニギャラリー」

を開設しています。どうぞご利用
ください。

■場　所
　熊谷市八木橋百貨店8階
■利用方法

　利用しようとする月の3か月前
から、熊谷地方県民センターへ来
所し、直接お申し込みください。

2月1日（土）の午前9時からは、61

年5月分も受け付けます。

■聞合せ
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難

増
え
続
け
る
心
臓
病

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
人
病
予
防
週
間
2
月
1
日
～
7
日

　
が
ん
・
脳
卒
中
、
心
臓
病
、
高
血
圧
症
、

糖
尿
病
と
い
え
ば
、
成
人
病
の
代
表
的
な
も

の
で
す
。

　
現
代
は
“
成
人
病
の
時
代
”
と
い
わ
れ
ま

す
。
四
十
歳
を
過
ぎ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
病
気

と
隣
り
合
わ
せ
で
腰
か
け
て
い
る
よ
う
な
感

じ
と
い
え
な
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
か
で
も
“
一
二
大
成
人
病
”
と
い
わ
れ
る

　
心
臓
病
と
い
っ
て
も
、
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
が
、
成
人
病
と
し
て
特
に
ク
ロ

㌔
　
。
脳
卒
中

o
　
　
》
W

　
　
　
　
心
瞳
病

　
　
　
φ

三
悪
ト
リ
オ
の
死
亡
率
を
み
て
み
ま
す
と
、

近
年
、
脳
卒
中
の
死
亡
率
が
減
少
の
傾
向
に

あ
る
の
に
対
し
て
、
心
臓
病
は
増
加
の
力
ー

ブ
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
九
年
の

統
計
で
は
、
①
が
ん
　
②
脳
卒
中
　
③
心
臓

病
の
順
位
で
し
た
が
、
昭
和
六
十
年
に
は
死

亡
率
の
第
二
位
と
第
三
位
が
逆
転
し
、
心
臓

病
が
第
二
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
し
た
。

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
は
、
虚
血

性
心
疾
患
で
す
。
そ
の
代
表
的
な
も
の

は
、
つ
ぎ
の
二
つ
で
す
。

●
狭
心
症

　
心
臓
に
分
布
す
る
冠
状
動
脈
が
け
い

れ
ん
を
お
こ
し
た
り
、
動
脈
硬
化
に
な

っ
て
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
る
と
、
心

臓
の
筋
肉
は
酸
素
不
足
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
狭
心
症
で
す
。

　
　
　
ニ
う
そ
く

●
心
筋
梗
塞

　
冠
状
動
脈
の
一
部
分
が
完
全
に
つ
ま

っ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
動
脈
か
ら
酸
素

や
栄
養
を
も
ら
っ
て
い
る
心
筋
が
障
害

を
う
け
ま
す
。
こ
れ
が
心
筋
梗
塞
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
虚
血
性
心
疾
患
は
、
欧

米
で
は
極
め
て
多
い
病
気
で
、
日
本
の

心
臓
病
も
、
こ
の
欧
米
型
の
仲
間
入
り

　
　
つ
》

を
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
原
因
は
、
食
事
内
容
が
欧
米
化

し
て
き
た
こ
と
な
ど
や
、
職
場
や
社
会

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
が
増
え
て

き
た
こ
と
な
ど
と
密
接
な
関
係
が
あ
る

よ
う
で
す
。

　
い
つ
も
と
同
じ
ょ
う
に
仕
事
を
し
、

家
へ
帰
っ
て
好
き
な
酒
を
一
杯
や
り
、

床
に
つ
い
た
と
思
っ
た
ら
突
然
心
臓
発

作
に
見
舞
わ
れ
て
急
死
ー
心
臓
病
に

よ
く
見
ら
れ
る
ケ
ー
ス
で
す
。

　
心
臓
病
も
、
他
の
成
人
病
と
同
じ
よ

う
に
”
早
期
発
見
”
が
大
切
で
す
。
早

　
成
人
病
は
、
自
覚

症
状
が
あ
ら
わ
れ
て

初
め
て
医
師
を
訪
ね

た
と
き
に
は
、
か
な

り
の
重
症
に
な
っ
て

癒
褐

…
い
る
こ
と
が
多
い
と
い
わ
れ
ま

…
す
。

一
　
そ
の
た
め
に
は
、
し
ご
く
当

一
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
が
、
ふ

…
だ
ん
の
健
康
管
理
に
気
を
つ
け
難
．

…
病
気
の
原
因
を
つ
く
ら
な
い
こ

…
と
が
最
良
の
予
防
だ
と
い
え
ま
　
∞
∞

…
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、
次
の
こ
と
を
㈱

…
実
践
し
て
み
て
く
誉
い
・
鐡

い
時
期
の
症
状
は
大
き
く
次
の
五
つ
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

　
①
息
切
れ
　
②
む
く
み
　
③
胸
痛

　
ど
う
　
き

④
動
悸
⑤
脈
の
不
整
で
す
。

　
こ
の
う
ち
〃
息
切
れ
〃
と
〃
む
く
み
〃

は
血
液
を
循
環
さ
せ
る
ポ
ン
プ
と
し
て

の
心
臓
の
働
き
が
悪
く
な
っ
た
場
合
の

症
状
で
す
。

　
“
胸
痛
”
は
心
臓
の
筋
肉
に
酸
素
不

足
が
起
き
た
と
き
に
感
じ
ら
れ
、
胸
全

体
が
ジ
ワ
ー
ッ
と
し
め
つ
け
ら
れ
、
特

に
胸
の
中
央
に
あ
る
胸
骨
の
裏
側
に
熱

い
鉄
の
塊
が
入
っ
て
い
る
よ
う
だ
と
表

現
す
る
人
が
多
い
と
い
い
ま
す
。

　
“
動
悸
”
は
“
息
切
れ
”
と
一
緒
に

感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
脈
の

乱
れ
が
あ
る
と
き
に
も
起
こ
り
ま
す
。

、
、
）
Ω

ふだんの健康管理に気をつけよう
が
疑
わ
れ
ま
す
が

病
気
と
の
関
連
か
ら
も
起
こ
り
ま
す
。

「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
専
門
病

院
で
精
密
検
査
を
し
て
も
ら
っ
て
く
だ

さ
い
。 　

●
も
う
一
度
、
食
生
活
の
見
直
二

　
し
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
　
…

　
て
い
る
か
？
　
野
菜
が
不
足
し
　
…

　
て
い
な
い
か
？
　
砂
糖
や
塩
分
…

　
を
と
り
過
ぎ
て
い
な
い
か
？
　
　
…

　
●
肥
満
を
防
こ
う
　
　
　
　
　
　
…

　
太
り
過
ぎ
は
成
人
病
の
も
と
。
一

　
●
ス
ポ
ー
ツ
で
健
康
増
進
　
　
　
…

　
●
余
暇
を
十
分
に
楽
し
も
う
　
　
一

　
積
極
的
に
気
分
転
換
を
図
り
、
…

　
　
ス
ト
レ
ス
解
消
を
。
　
　
　
　
…

　
●
定
期
的
に
健
康
診
査
を
受
け
…

　
ま
し
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

こ
う
し
た
症
状
が
あ
る
と
、
心
臓
病

　
　
　
　
　
、
も
ち
ろ
ん
ほ
か
の
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